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地域における通信環境の実態調査 結果報告③

モビリティ・通信事業本部

ＩＣＴインフラ戦略グループ

活力ある地域社会の実現に向けた情報通信基盤と利活用の在り方に関する懇談会 /

地域におけるデジタル技術の利活用を支えるデジタル基盤の利用環境の在り方ＷＧ

資料３－１
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本資料の位置づけ

区分
地方公共団体向けアンケート

（主に公共施設）
住民向けアンケート
（主に居住施設）

企業向けアンケート
（主に非居住地域）

調査対象 • 全国の都道府県・市区町村の
情報通信部局（及び関連部局）

• 全国の消費者（世帯構成員）
• 固定インターネットサービス

（FTTH、CATV、ADSL又は
FWA）の利用者

• 全国の民間企業・団体に所属する
従業員（本社・事業所等問わず）

• 自社の経営課題、デジタル基盤の
導入や利活用に関する判断権限
または知識を有する方

調査方法 • 総務省照会システム経由 • Webアンケート調査
• スクリーニング調査（約2万件）及

び本調査の２段階調査

• Webアンケート調査
• スクリーニング調査（約10万件）

及び本調査の２段階調査

抽出方法 • 全機関を対象とするため、抽出条
件無し

• アンケート調査会社の個人・世帯
モニタより抽出

• 都道府県 / 地域特性（政令指定
都市・特別区、左記以外の市、町
村） / 年代別の人口構成に基づく
割付と補正を実施

• アンケート調査会社の法人モニタ
より抽出

• 業態（一次産業、製造業、インフラ
業、情報通信業、モビリティ・流通、
商業、サービス業、公共等）/規模
（大規模・中堅・中小）別の組織数
構成に基づく割付と補正を実施

回収数 • 合計1,283件 • 合計10,360件（本調査） • 合計3,391件（本調査）

調査項目 • 地域内の公共施設等のデジタル
基盤の整備状況及び課題

• デジタル基盤の維持管理の課題
• デジタル技術導入に係る課題 等

• 基本属性
• インターネット回線の利用状況
• インターネット利用時の課題
• 自宅外の利用状況 等

• 基本属性
• デジタル基盤の利用状況
• デジタル基盤に係る課題
• デジタル技術の活用意向 等

⚫ 地方公共団体・住民・企業を対象にアンケート調査及びヒアリング調査（５０件～）による深堀を実施。

⚫ 主に居住地域に着目し、住民向けアンケート及びヒアリング調査結果※について概要を報告。

表：アンケート調査の概要
※主に居住地域の事例に着目し、企業・団体や地方自治体を含む

本資料の対象



Copyright © Mitsubishi Research Institute 3

23.4 39.4 37.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

政令指定都市・特別区 政令指定都市以外の市 町村

１．回答者属性

年代
合計

18～20代 30代 40代 50代 60代 70代

男性 797(7.7) 923(8.9) 1,110(10.7) 938(9.1) 906(8.7) 1,005(9.7) 5,679(54.8)

女性 779(7.5) 602(5.8) 873(8.4) 865(8.3) 799(7.7) 762(7.4) 4,680(45.2)

合計 1,576(15.2) 1,525(14.7) 1,983(19.1) 1,804(17.4) 1,705(16.5) 1,767(17.1) 10,360(100)

本調査における性年代別の有効回答数（括弧内は全体に占める割合※1）

利用している固定インターネット接続回線居住地地域区分※2

居住類型

※1:端数処理で合計が合わない場合がある

n=10,360

n=10,360

※2 全都道府県を含む

⚫ スクリーニング調査では全国の一般消費者について、居住地の都道府県別（人口構成比）及び地域特
性区分別（均等）で割付をし、本調査を実施。集計時に人口統計に基づきウェイトバック補正を実施。

⚫ 本調査の回答者属性は下図表のとおり。

61.6 3.3 13.1 20.1 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

戸建て（持ち家） 戸建て（賃貸） 集合住宅（分譲） 集合住宅（賃貸） その他

n=10,360

66.3 

18.9 

1.0 

0.4 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80%

光回線（ＦＴＴＨ回線）

ケーブルテレビ回線

ＤＳＬ回線

ＢＷＡ・固定無線回線（ＦＷＡ）

ＩＤＳＮ・電話回線
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２．インターネット接続環境の主な用途

⚫ 地域区分別にみると、上位かつ一般用途の地域差は大きくないが、ビデオ通話・オンライン会議やリ
モートワーク・在宅勤務等のビジネス用途、行政サービスについては都市部の利用率が高い傾向。

⚫ 居住類型別にみると、ビジネス用途や動画視聴・SNSは集合住宅のほうが利用率が高い（5%以上
の差異）。戸建てを持たないビジネスマン中心にインターネットを多く利用している影響と思われる。

n=8,891

インターネットの主な用途（居住類型）インターネットの主な用途（地域区分） （複数回答） （複数回答）

70%

69%

57%

55%

42%

31%

21%

25%

21%

22%

18%

13%

1%

72%

67%

61%

56%

41%

31%

21%

17%

16%

13%

14%

10%

1%

65%

60%

55%

54%

37%

31%

21%

15%

13%

8%

11%

8%

1%

0% 20% 40% 60% 80%

ニュースや情報収集(n=6307)

電子メールの送受信(n=6026)

オンラインショッピング、決済等(n=5184)

動画や音楽のストリーミング視聴(n=4764)

ソーシャルメディアの利用(n=3354)

趣味や娯楽（ブログ作成等）(n=2651)

オンラインゲーム(n=1700)

ビデオ通話やオンライン会議(n=1540)

行政サービス（電子申請等）(n=1472)

リモートワークや在宅勤務(n=1176)

クラウドサービスへのアクセス(n=1164)

オンライン学習や自己啓発(n=832)

その他(n=73)

政令指定都市・特別区 政令指定都市以外の市 町村

72%

68%

60%

53%

38%

31%

20%

16%

16%

13%

13%

10%

1%

69%

67%

58%

59%

46%

31%

23%

24%

19%

20%

18%

12%

1%

0% 20% 40% 60% 80%

ニュースや情報収集(n=6307)

電子メールの送受信(n=6026)

オンラインショッピング、決済等(n=5184)

動画や音楽のストリーミング視聴(n=4764)

ソーシャルメディアの利用(n=3354)

趣味や娯楽（ブログ作成等）(n=2651)

オンラインゲーム(n=1700)

ビデオ通話やオンライン会議(n=1540)

行政サービス（電子申請等）(n=1472)

リモートワークや在宅勤務(n=1176)

クラウドサービスへのアクセス(n=1164)

オンライン学習や自己啓発(n=832)

その他(n=73)

戸建て 集合住宅

n=8,891
回答者のベース：本調査の全回答者
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13.3 

16.3 

70.5 

66.1 

14.4 

15.1 

1.8 

2.5 

0% 50% 100%

戸建て(n=5540)

集合住宅(n=3248)

①

②

③

④

3．自宅での固定インターネット接続環境に関する満足度

⚫ 回答者全体の2割弱が、固定インターネットの通信速度や接続の品質に不満がある。

⚫ 集合住宅が戸建てと比較して、通信品質に不満があると答えた割合が1.4%高い。また、住居の築年
数が古い場合に、不満があると答えた割合が高い傾向が見られた。集合住宅の共通設備（屋内配線
含む）の老朽化が一因の可能性がある。

固定インターネットの通信品質満足度

住居の築年数

居住類型

n=8,788

凡例の数字は
左図表側と対応

凡例の数字は
左図表側と対応

問：現在利用している固定インターネットについて、通信速度や接続の品質の満足度は
どの程度ですか？

①非常に満足している, 13.7 

②満足している, 69.0 

③不満がある, 15.2 

④非常に不満がある, 2.1 

2割弱が不満

28.8 

17.9 

14.0 

14.3 

13.9 

12.4 

13.3 

58.2 

66.0 

70.8 

68.1 

70.4 

70.9 

66.7 

12.6 

14.1 

13.5 

14.9 

14.1 

15.2 

17.7 

0.3 

2.0 

1.7 

2.7 

1.6 

1.4 

2.3 

0% 50% 100%

新築（築１年未満）

(n=136)

築１年～１０年未満

(n=1074)

築１０年～２０年未満

(n=1737)

築２０年～３０年未満

(n=2139)

築３０年～４０年未満

(n=1497)

築４０年～５０年未満

(n=867)

築５０年以上

(n=536)

①

②

③

④

※住居のリノベーション経過年数について集計、分析したが、特に傾向見られず。
回答者のベース：本調査の全回答者
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27.7 

23.0 

6.6 

0.4 

55.3 

0% 20% 40% 60%

①通信速度が低下することがある

②接続が不安定で切断されることがある

③通信速度が契約したプランに比べて遅い

と感じる

④その他

⑤通信速度や接続の品質については問題

なく使えている

4．自宅での固定インターネット接続環境に関する課題認識

⚫ 回答者全体の約半数が、固定インターネットの速度低下や切断など生じていると回答。

⚫ 居住類型別では大きな差は見られないが、集合住宅が戸建てよりも問題の発生割合がやや高い結果
となった。

⚫ 契約が低速プランであるほど、接続不安定・切断などの問題が生じている傾向がみられる。

固定インターネットの通信速度の低下や切断の発生

５割程度

で発生

n=8,788

問：現在利用している固定インターネットの通信速度の低下や切断は生じていますか。

（①～③は複数回答）

居住類型別

27.5 

29.5 

24.0 

25.0 

6.9 

6.3 

0% 10% 20% 30% 40%

戸建て(n=5540)

集合住宅(n=3248)

①

②

③

契約回線プランの速度別

凡例の数字は
左図表側と対応

35%

34%

28%

27%

28%

31%

19%

19%

10%

15%

10%

8%

0% 10% 20% 30% 40%

1～100Mbps(n=1668)

100Mbps～500Mbps(n=546)

500Mbps～1Gbps(n=337)

1Gbps～(n=1079)

①

②

③

凡例の数字は
左図表側と対応

回答者のベース：本調査の全回答者
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⚫ ビデオ通話やリモートワーク等のビジネス用途についてみると、地域区分別では都市部で支障が多く
生じる傾向がみられる。居住類型別では集合住宅で支障があると答えた割合が戸建てより4%高い。

⚫ こうした一定の通信品質が求められる用途（例：在宅診療など今後の遠隔サービス含む）においては、
人口が多く、密集した地域・住居類型では特にネットワーク環境（逼迫等）が課題となる可能性がある。

5．通信環境によって支障が生じている用途

固定インターネットの通信速度の低下や切断の発生（居住類型別）固定インターネットの通信速度の低下や切断の発生（地域区分別）

n=4,088 n=4,088

回答者のベース：固定インターネットの通信速度の低下や切断が生じている回答者

33%

21%

16%

16%

12%

11%

11%

13%

11%

6%

6%

5%

5%

39%

22%

16%

13%

12%

11%

12%

7%

8%

4%

4%

4%

6%

35%

20%

16%

14%

12%

12%

12%

6%

4%

4%

3%

3%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

動画や音楽のストリーミング視聴(n=1407)

ニュースや情報収集(n=887)

オンラインショッピング、決済等(n=654)

電子メールの送受信(n=590)

ソーシャルメディアの利用(n=438)

趣味や娯楽（ブログ作成等）(n=430)

オンラインゲーム(n=397)

ビデオ通話やオンライン会議(n=317)

リモートワークや在宅勤務(n=276)

クラウドサービスへのアクセス(n=165)

オンライン学習や自己啓発(n=137)

行政サービス（電子申請等）(n=131)

その他(n=254)

政令指定都市・特別区 政令指定都市以外の市 町村

37%

22%

16%

14%

12%

12%

11%

7%

7%

5%

4%

3%

6%

38%

21%

16%

14%

13%

11%

12%

11%

11%

5%

5%

5%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

動画や音楽のストリーミング視聴(n=1407)

ニュースや情報収集(n=887)

オンラインショッピング、決済等(n=654)

電子メールの送受信(n=590)

ソーシャルメディアの利用(n=438)

趣味や娯楽（ブログ作成等）(n=430)

オンラインゲーム(n=397)

ビデオ通話やオンライン会議(n=317)

リモートワークや在宅勤務(n=276)

クラウドサービスへのアクセス(n=165)

オンライン学習や自己啓発(n=137)

行政サービス（電子申請等）(n=131)

その他(n=254)

戸建て 集合住宅
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60%

60%

56%

61%

54%

45%

35%

45%

27%

52%

45%

16%

20%

18%

17%

23%

17%

17%

24%

27%

21%

35%

24%

34%

29%

19%

22%

23%

21%

23%

30%

31%

38%

34%

39%

24%

22%

54%

61%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ニュースや情報収集

ＳＮＳやメッセージング

ナビゲーション

決済サービス

オンラインショッピング

予約サービス

健康管理・フィットネス

エンタメ（動画視聴等）

行政サービスの利用

公共交通機関の利用

災害時の情報収集

教育・学習支援

その他

普段から利用している 普段からは利用していないが、今後利用したい 自宅外では利用したいと思わない

⚫ 現在の用途として、情報収集やSNS等のコミュニケーション以外に、決済サービスやナビ等の生活・
娯楽利用が多い。

⚫ 今後の用途としては、行政サービスや災害時の情報収集、教育支援等の公共サービスが多い。

自宅外で利用しているまたは今後利用したい用途

6．自宅外での通信の用途

問：自宅外で、スマートフォンなどを用いたサービスや機能などで現在利用している、または今後利用したいものについてあてはまるものをお選びください。

コミュニケーション

生活・娯楽

公共

n=5,389
回答者のベース：インターネットを自宅外で利用する回答者
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公共施設・空間でのインターネット利用に関する不満

⚫ 公共交通機関の他に、市役所や区役所（役場）や病院・介護施設での利用が多い。

⚫ 公共WiFiスポットのセキュリティに対する懸念やスポット数の少なさ等WiFiに関する不満が多い。

地域区分

7．公共施設・空間でのインターネット利用に関する不満

n=5,389

35.6 

31.1 

28.8 

27.4 

21.1 

14.1 

8.0 

5.0 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40%

①公共WiFiのセキュリティに対する懸念

②接続が不安定

③利用可能なWiFiスポットが少ない

④接続速度が遅い

⑤混雑時の接続品質の低下

⑥ログインプロセスが煩雑

⑦一部のサービスやサイトへのアクセス制限

⑧カスタマーサポートの不足または不在

⑨その他

36.9 

35.9 

32.9 

32.5 

30.2 

30.3 

27.4 

28.7 

29.0 

29.0 

26.4 

27.1 

24.9 

19.8 

21.3 

0% 10% 20% 30% 40%

政令指定都市・特別区(n=1850)

政令指定都市以外の市(n=3348)

町村(n=455)

①

②

③

④

⑤

22.7 

17.8 

11.7 

8.7 

13.0 

21.5 

9.2 

44.8 

16.8 

8.2 

0% 20% 40% 60%

市役所・区役所（役場）(n=1221)

図書館(n=958)

コミュニティセンター(n=633)

公民館(n=471)

文化センター・博物館・美術館(n=702)

病院・介護施設(n=1159)

学校(n=497)

公共交通機関（駅、空港）(n=2415)

公園やレクリエーション施設(n=904)

その他(n=444)

上位5つ

（参考）インターネットを利用する公共施設・空間

問：ご自宅以外の公共施設・公共空間（移動中含む）でのインターネットの利用に
ついて不満に思う点はありますか？ （複数回答）

凡例の数字は
左図表側と対応

回答者のベース：インターネットを自宅外で利用する回答者
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⚫ 住民の約1/4が通信環境について地域間格差を感じている。

⚫ 地域区分別では町村、年代別では若年層ほど格差を感じている傾向が見られた。

8．通信環境の地域間格差に対する課題認識

地域格差に対する
認識あり
→ 1/4程度

通信環境の充実度に関する地域間格差に対する認識 地域区分別

大きな格差を感

じている, 6.7 

やや格差がある

と感じている, 

19.6 

余り格差がある

とは感じていな

い, 29.5 

全く格差を感じ

ていない, 15.4 

分からない, 

28.8 

6.5 

6.2 

9.4 

16.0 

20.8 

23.7 

29.9 

29.3 

27.3 

21.1 

14.2 

12.5 

26.4 

29.5 

27.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

政令指定都市・特別区

(n=3066)

政令指定都市以外の市

(n=6384)

町村(n=910)

大きな格差を感じている やや格差があると感じている

余り格差があるとは感じていない 全く格差を感じていない

分からない

回答者のベース：本調査の全回答者

9.0 

9.0 

7.5 

6.0 

5.5 

2.8 

24.8 

23.9 

21.3 

17.7 

17.9 

13.3 

26.0 

24.7 

28.2 

28.5 

32.4 

35.4 

15.1 

14.9 

15.7 

14.8 

15.3 

20.7 

25.1 

27.6 

27.4 

33.0 

28.9 

27.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～20代(n=1576)

30代(n=1525)

40代(n=1983)

50代(n=1804)

60代(n=1705)

70代(n=1767)

年代別

問：あなたのご自宅やお住まいの地域における通信環境の充実度について、他
の地域と比べて格差があると感じていますか？
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９．企業・団体及び自治体向けヒアリング（居住地域に係る事例）

区分(人口) 課題の概要 特徴・ポイント

集合住宅・
賃貸住宅
管理団体※

• 特に夜間帯に繋がらないとの声が多く、賃貸物件のオーナーや管理会社判断で
無線機器の交換など実施したことはある。ただ切り替えても数年で陳腐化。

• 中古物件等後付けで回線を整備する場合は無線回線が大半。しかし、電波状況
によっては、整備できないこともある。

• 築年数が15年未満の集合住宅は比較的環境が整備されているが、それより古い
物件は、建設後に光回線を共用部まで引き、メタルケーブルを各戸へ引き込む
ケースが多い。

• IoTによる見守り機能、スマートロック等を導入している賃貸物件が出てきてい
るが、人手の労働力への依存が高く、あまり導入は進んでいない。スマートロック
が停止し部屋に入れないなどといった、デジタル機器の作動が止まった場合の
責任問題や対応が課題。

• 共用設備の維持・更改
• 屋内の電波品質
• 運用・責任所在
• 屋内配線の整備
• 住民合意上の課題

市
(4.9千人)

• キャリアLTE網は、キャリアによって使えない等の問題はある。光ファイバ提供事
業者も同様だが、選択肢がない点で、都市部との格差がある。

• 格差是正のため不可欠

市
(10.4万人)

• 光ファイバ提供エリアでも、タップに空きが無いなど事業者側設備の都合で加入
できない世帯が発生する可能性がある。

• 市民への基礎的サービス
• 運営は民間

町
(0.7万人)

• 田舎に移住してリモートワークする方が増えており、オンライン会議ほか大容量
のやり取りをしている。そういう方ほど山奥に住みたがる傾向もあり、そのネット
ワーク需要に応えていくのも移住促進のためにも非常に重要。

• 通信速度の課題
• 移住促進のため不可欠

⚫ 集合住宅においては、共用設備の維持・更改や屋内配線の整備等の戸建てにはない課題が発生して
いる可能性がある。

⚫ 地方では、移住促進等でデジタル環境の整備が求められているが回線の選択肢の無さ等が課題に
なっていることがある。

※一般社団法人及び公益財団法人。集合住宅販売企業や賃貸住宅を扱う企業の管理団体
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10．アンケート・ヒアリング調査結果まとめ

⚫ 自宅での固定インターネット利用について、居住類型や住居の築年数、契約回線プランの速度等に応じて、
通信速度の低下や切断等の問題や不満が多い傾向が見られた。

⚫ リモートワークやビデオ通話等のビジネス用途については、都市部や集合住宅などにおいて支障が生じて
いるとの回答が多い結果となった。こうした一定の通信品質が求められる用途は、例えば在宅診療など今
後の遠隔型サービス等の普及において、他の地域・居住施設区分も含め、特にネットワーク環境（逼迫等）が
課題となる可能性がある。

⚫ 自宅外/公共施設でのインターネットの利用は、役場や病院・介護施設が多く、公共WiFiスポットのセキュリ
ティに対する懸念やスポット数の少なさ等のWiFiに関する不満が多い結果となった。今後の利用意向につ
いては、行政サービスや災害時の情報収集、教育支援等の公共系サービスへの関心が高い。

⚫ 通信環境の地域間格差については、地域区分では町村、年代別では若年層ほど格差を感じている傾向が
見られた。

⚫ 通信品質への不満が多くなっている地域や集合住宅等の居住施設においては、設置されている共用設備
の維持管理に係る課題が顕在化している可能性がある。また、都市部や集合住宅などにおける傾向は、通
信ネットワークが要因となり、支障が出ている可能性があり、改善が求められる。

⚫ 公共系サービスに対する住民の期待は高まっており、自宅外の公共施設での利用環境（WiFi等）の整備に
も着目する必要がある。

⚫ そのため、自宅・自宅外問わず、これらの課題要因を踏まえ、地域間格差を解消できる対応策が求められる。






